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なぜ俺なんか産んだの？もっと裕福な生活ができたのに 
一瞬悲しそうな顔の母が一言「とても幸せなの」と 
 
太陽のように眩しい母の笑顔 
明るく照らされた Aiの中で生きてきた日々 
突然雲隠れ もう二度と会うことができないなんて 
 
母は幸せだったろうか？通夜のあと泣きながら自分を責めた父 
大丈夫、俺が聞いてるから間違いない「とても幸せだよ」と 
 
家族のためコツコツ働く父の姿 
家族のため必死に生きぬく父の姿 
家族のため歯を食いしばり涙こらえて 
 
なぜそんなに頑張るの？もっと楽な道選ぶことできるのに 
一瞬悲しそうな顔の父が一言「それが幸せだよ」と 
 
何度も途絶える呼吸を吹き返し 
必死に目を開き諦めずに生き抜く姿 
最期まで俺達に人生の尊さを教えてくなんて 
 
父が遺してくれた想い 
数行でも一生分 Aiが伝わったよ 
大丈夫、俺達のことは何も心配ない 
母と幸せにね 
 
家族のためコツコツ働く俺の姿 
家族のため必死に生きぬく俺の姿 
家族のため歯を食いしばり涙こらえて 
 
継がれてきた Aiの連鎖が始まろうとしてる 
父と母に教えてもらった幸せの意味 
大丈夫だよ、もう迷わない Aiがあるから 
Aiがあるから 


